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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はマウスES細胞から胚様体形成法により分化誘導したNkx2.5-GFP陽性細胞を心筋

前駆細胞として用い、分子生物学的、発生生物学的および電気生理学的な手法によりペー

スメーカ細胞のペースメーカ活性を担うHCN遺伝子、蛋白ならびにIf電流活性の分化に依存

した変化を検討したものである。その結果、Nkx2.5-GFP陽性心筋前駆細胞では分化の過程

でHCN1ならびに4の遺伝子発現ならびに蛋白発現が増加し、それに伴ってHCN遺伝子依存性

のペースメーカ活性やIf電流活性も増加することが判明した。本研究はES細胞由来心筋前

駆細胞での分化に依存したペースメーカ活性の変化の分子基盤を明らかにし、HCN遺伝子を

マーカーとした生物学的ペースメーカ細胞作成の可能性を示唆したものであり、発生生物

学ならびに電気生理学の分野で明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


